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中
国
で
感
染
拡
大
が
確
認
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、「
世

界
の
工
場
」
中
国
に
強
く
依
存
し
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
リ
ス
ク

を
露
呈
さ
せ
た
。
ま
た
、
治
療
や
防
疫
に
必
要
な
医
療
器
具
・
医
薬

品
不
足
も
、
中
国
に
依
存
し
た
生
産
・
調
達
体
制
の
見
直
し
機
運
を

生
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
中
国
で
は
三
月
に
は
感
染
拡
大
に
歯
止
め

が
か
か
り
、
経
済
活
動
の
正
常
化
が
進
む
一
方
、
多
く
の
国
々
で
は

感
染
拡
大
に
よ
り
生
産
・
営
業
活
動
に
支
障
を
き
た
し
た
。
今
で

は
、
少
な
か
ら
ぬ
予
測
機
関
が
中
国
は
他
の
主
要
国
と
比
べ
て
高
め

の
成
長
を
維
持
す
る
と
み
て
い
る
。
中
国
に
強
く
依
存
し
た
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
リ
ス
ク
と
、
中
国
経
済
の
回
復
力
の
相
対
的
な
強
さ

の
双
方
が
意
識
さ
れ
る
な
か
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

「
世
界
の
工
場
」
中
国
の
停
止

　

中
国
政
府
は
二
〇
一
九
年
一
二
月
三
一
日
に
武
漢
市
で
発
見
さ
れ

た
正
体
不
明
の
肺
炎
を
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
に
報
告
し
た
。

国
際
経
済
研
究
所
主
席
研
究
員

伊
藤
信
悟

一
月
二
三
日
の
武
漢
な
ど
中
国
五
都
市
封
鎖
に
よ
り
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
「
中
国
集
中
リ
ス
ク
」
が
顕
在
化
し
た
。

世
界
の
企
業
は
生
産
拠
点
の
複
数
化
な
ど
の
手
段
を
講
じ
る
が
、

中
国
の
経
済
規
模
や
生
産
ノ
ウ
ハ
ウ
蓄
積
の
魅
力
も
あ
り
、

グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
は
効
率
と
安
全
の
新
た
な
均
衡
を
迫
ら
れ
る
。

い
と
う　

し
ん
ご　

一
九
九
三
年
東
京
大
学

卒
業
後
、
富
士
総
合
研
究
所
入
社
。
台
湾
経

済
研
究
所
副
研
究
員
兼
任
（
台
北
駐
在
）、
み

ず
ほ
総
合
研
究
所
中
国
室
長
な
ど
を
経
て
、

二
〇
一
八
年
よ
り
現
職
。
中
国
・
台
湾
経
済
を

研
究
。
著
書
に
『
こ
れ
か
ら
五
年
を
こ
う
攻
め

る　

中
国
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
シ
ナ
リ
オ
』（
共
著
）

な
ど
。

「
コ
ロ
ナ
後
」の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
と
中
国
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し
か
し
、
そ
の
後
も
感
染
拡
大
が
続
き
、
今
年
一
月
二
三
日
に
は
武

漢
市
で
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
（
都
市
封
鎖
）
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
後
、
中

国
全
土
で
厳
し
い
操
業
規
制
、
移
動
・
外
出
規
制
な
ど
が
敷
か
れ
る

に
至
っ
た
。
そ
の
結
果
、
中
国
は
供
給
・
需
要
双
方
の
激
減
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
二
〇
年
一
～
三
月
期
の
中
国
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は

前
年
同
期
比
▲
六
・
八
％
と
大
幅
な
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。

　

特
に
落
ち
込
み
が
大
き
か
っ
た
の
は
一
～
二
月
で
あ
っ
た
。
工
業

付
加
価
値
生
産
額
の
実
質
伸
び
率
は
前
年
同
期
比
▲
一
三
・
五
％
に

ま
で
低
下
し
た
。
操
業
規
制
や
感
染
の
不
安
に
よ
る
従
業
員
の
出

社
回
避
、
物
流
マ
ヒ
な
ど
が
理
由
で
、
生
産
回
復
が
困
難
だ
っ
た

た
め
だ
。
二
月
二
三
日
時
点
の
工
業
企
業
（
年
間
本
業
営
業
収
入

二
〇
〇
〇
万
元
以
上
）
の
操
業
率
は
八
三
・
一
％
、
従
業
員
復
帰
率

は
五
一
・
九
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
操
業
難
で
輸
出
額
も
名
目
元

建
て
で
前
年
同
期
比
一
五
・
八
％
減
少
し
た
。
社
会
消
費
品
小
売
総

額
の
実
質
伸
び
率
は
同
▲
二
三
・
七
％
、
固
定
資
産
投
資
総
額
の
名

目
伸
び
率
も
同
▲
二
四
・
五
％
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。

　

三
月
に
入
り
、
新
規
感
染
確
定
者
数
が
低
水
準
で
推
移
す
る
よ
う

に
な
る
と
、
多
く
の
指
標
が
改
善
に
転
じ
た
。
三
月
二
九
日
時
点
の

工
業
企
業
の
操
業
率
は
九
八
・
六
％
、
従
業
員
復
帰
率
は
八
九
・
九
％

に
ま
で
戻
り
、
三
月
単
月
の
工
業
付
加
価
値
生
産
額
の
実
質
伸
び

率
は
前
年
同
期
比
▲
一
・
一
％
と
な
り
、
マ
イ
ナ
ス
幅
が
縮
小
し
た
。

ま
た
、
輸
出
額
名
目
伸
び
率
（
▲
三
・
五
％
）、
固
定
資
産
投
資
の
名

目
伸
び
率
（
▲
九
・
五
％
）、
社
会
消
費
品
小
売
総
額
の
実
質
伸
び
率

（
▲
一
八
・
一
％
）
と
、
い
ず
れ
も
快
方
に
向
か
っ
た
。

　

そ
の
後
も
生
産
回
復
の
動
き
は
続
い
て
い
る
。四
月
二
一
日
現
在
、

工
業
企
業
の
操
業
率
は
九
九
・
一
％
、
従
業
員
復
帰
率
は
九
五
・
一
％

に
上
が
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
中
小
企
業
の
操
業
再
開
は
大
企
業
と

比
べ
て
緩
慢
だ
。
工
業
情
報
化
部
に
よ
る
と
、
四
月
一
五
日
現
在
で

中
小
企
業
の
操
業
率
は
八
五
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

中
国
が
止
ま
る
と
世
界
も
止
ま
る—

—

日
米
へ
の
影
響

 

「
世
界
の
工
場
」
中
国
の
稼
働
率
の
急
落
は
、
他
国
の
生
産
に
も
少

な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
で

中
国
が
重
要
な
位
置
づ
け
に
あ
る
か
ら
だ
。
世
界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
対
す

る
中
国
の
輸
出
額
、
輸
入
額
の
比
率
は
二
〇
〇
〇
年
時
点
で
は
と

も
に
〇
・
七
％
だ
っ
た
が
、
一
八
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
二
・
九
％
、
二
・

五
％
に
ま
で
上
昇
し
て
い
る
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）。
し
か
も
、
世
界
の
中
間

財
輸
入
総
額
に
占
め
る
中
国
の
輸
入
額
は
同
期
間
中
に
六
・
一
％
か

ら
一
一
・
〇
％
に
、
世
界
の
中
間
財
輸
入
総
額
に
占
め
る
世
界
の
対

中
輸
入
額
も
四
・
一
％
か
ら
九
・
四
％
に
大
き
く
上
昇
し
て
い
る
（
Ｗ

Ｉ
Ｔ
Ｓ
）。
世
界
の
工
程
間
分
業
に
お
い
て
中
国
が
大
き
な
役
割
を

果
た
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
の
表
れ
だ
。
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特
に
日
本
は
、
中
間
財
貿
易
に
お
い
て
中
国
と
の
結
び
つ
き
が
強

い
。
二
〇
一
七
年
の
日
本
の
中
間
財
輸
出
額
に
占
め
る
対
中
輸
出

額
の
シ
ェ
ア
は
二
四
・
七
％
、
日
本
の
中
間
財
輸
入
額
に
占
め
る
対

中
輸
入
の
シ
ェ
ア
は
二
一
・
一
％
に
達
し
て
い
る
。
米
国
の
中
間
財

貿
易
に
占
め
る
対
中
貿
易
の
シ
ェ
ア
も
高
い
が
（
そ
れ
ぞ
れ
同
八
・

八
％
、
一
六
・
三
％
）、
そ
れ
を
上
回
っ
て
い
る
（
＊
１
）。

　

そ
れ
ゆ
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
よ
る
中
国
の
生
産

落
ち
込
み
は
、
中
国
か
ら
の
調
達
難
を
通
じ
て
日
本
国
内
の
生
産
に

も
影
響
を
及
ぼ
し
た
。例
え
ば
、『
日
経
も
の
づ
く
り
』が
同
誌
ニ
ュ
ー

ス
配
信
サ
ー
ビ
ス
の
読
者
（
製
造
業
主
体
）
を
対
象
に
三
月
一
〇
～

一
三
日
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
回
答
数
四
七
七
）
に
よ
る

と
、
中
国
で
の
感
染
拡
大
に
よ
り
「
中
国
か
ら
直
接
調
達
す
る
部
品

が
手
に
入
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
」「
中
国
か
ら
間
接
的
に
調
達
す

る
部
品
が
手
に
入
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
」
と
い
っ
た
問
題
が
多
く

の
企
業
で
生
じ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
回
答
率
は
そ
れ

ぞ
れ
四
八
・
五
％
、
四
五
・
五
％
、
複
数
回
答
）。
ま
た
、
そ
の
影
響

な
ど
に
よ
り
、
半
数
弱
の
回
答
者
が
日
本
国
内
の
生
産
拠
点
で
も
生

産
に
支
障
が
生
じ
た
と
回
答
し
て
い
る
（「
生
産
中
止
」
と
の
回
答

率
一
・
五
％
、「
生
産
量
の
大
幅
減
少
」
九
・
二
％
、「
生
産
量
が
少
し

だ
け
減
少
」
三
四
・
〇
％
）。

　

米
国
で
も
同
様
の
事
態
が
生
じ
た
。
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
協
会
が
三
月
一
七
～
三
〇
日
に
在
米
協
会
員
を
主
た
る
対
象

と
し
て
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
回
答
数
五
五
九
）
で
は
、
中

国
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
で
深
刻
な
混
乱
が
み
ら
れ
る
と
の
回
答
率

が
三
八
％
に
達
し
た
。
中
国
で
の
生
産
は
平
時
の
五
三
％
に
と
ど
ま

り
、
八
六
％
が
中
国
か
ら
の
調
達
に
時
間
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ
た

と
も
回
答
し
て
い
る
。

「
中
国
離
れ
」
の
新
た
な
要
因
に

　

こ
の
よ
う
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
、
中
国
に
強

く
依
存
し
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
抱
え
る
リ
ス
ク
を
顕
在
化
さ
せ

た
。
中
国
に
お
け
る
生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
や
「
米
中
貿
易
戦
争
」
を

背
景
に
調
達
先
や
生
産
拠
点
を
中
国
か
ら
他
の
国
・
地
域
に
分
散
さ

せ
る
動
き
が
起
き
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
は
、
そ
う
し
た
動
き
を
促
す
新
た
な
要
因
と
な
る
だ
ろ
う
。

 

『
日
経
も
の
づ
く
り
』
が
三
月
三
一
日
～
四
月
三
日
に
実
施
し
た

上
記
と
同
種
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
回
答
数
三
一
八
）
に
よ
る

と
、「
新
型
コ
ロ
ナ
騒
動
が
収
束
し
た
後
、
生
産
拠
点
の
運
営
に
当

た
っ
て
ど
の
よ
う
な
変
化
が
考
え
ら
れ
る
か
」
と
の
問
い
に
対
し
、

一
〇
・
七
％
が
「
中
国
に
集
中
し
て
い
た
生
産
拠
点
を
他
国
に
分
散

す
る
」、
七
・
五
％
が
「
中
国
に
集
中
し
て
い
た
生
産
拠
点
を
日
本
国

内
に
戻
す
」
と
回
答
し
て
い
る（
表
１
）。日
本
貿
易
振
興
機
構
（
Ｊ
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Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
）
広
州
事
務
所
な
ど
が
四
月
二
～
一
〇
日
に
華
南
地
域
の

日
系
企
業
を
対
象
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
回
答
数
三
六
一
）

で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
き
っ
か
け
に
中
国
業

務
の
中
国
外
へ
の
移
管
を
検
討
す
る
と
の
回
答
率
が
二
・
九
％
、
も

と
も
と
移
管
を
検
討
中
だ
っ
た
が
今
回
の
件
で
加
速
す
る
と
の
回
答

率
が
五
・
四
％
で
、
合
計
八
・
三
％
で
あ
っ
た
。
華
東
地
域
日
商
倶
楽

部
懇
談
会
が
四
月
一
～
六
日
に
同
地
域
の
日
系
企
業
を
対
象
に
実
施

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
回
答
数
七
一
〇
）
で
も
、
中
国
以
外
に
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
や
拠
点
を
移
し
た
、
な
い
し
は
、
移
す
案
が
あ
る

と
の
回
答
率
は
合
計
一
〇
・
一
％
と
な
っ
た
。

　

米
国
企
業
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
同
様
の
傾
向
が
み
て

と
れ
る
。
三
月
六
～
一
三
日
に
在
中
国
・
在
上
海
ア
メ
リ
カ
商
工
会

議
所
と
Ｐ
ｗ
Ｃ
が
実
施
し
た
調
査
（
世
界
年
間
売
上
高
五
億
ド
ル
以

上
の
米
国
企
業
二
五
社
）
に
よ
る
と
、
中
国
国
内
と
一
部
中
国
国
外

に
生
産
拠
点
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
移
す
計
画
が
あ
る
と
の
回
答

率
が
一
二
％
、
中
国
国
外
に
移
す
計
画
が
あ
る
と
の
回
答
率
が
四
％

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
二
〇
％
の
回
答
者
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で

米
中
の
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
が
加
速
す
る
と
予
測
し
て
い
る
。

中
国
の
強
み
と
「
地
産
地
消
」
化
の
進
展

　

た
だ
し
、
日
米
を
問
わ
ず
、
中
国
か
ら
生
産
拠
点
を
分
散
・
移
転

y = 0.5443ln(x) - 4.7609 
R  = 0.55563  
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表1 新型コロナ騒動収束後の生産拠点運営
　　（製造業主体の日本企業）

（注）調査期間2020年3月31日～4月3日。回答数318。複数回答。
（出所）高市清治「「部品がない」「人がいない」、内憂外患に陥っ
た日本企業　新型コロナ独自調査速報値」『日経クロステック
／日経ものづくり』2020年4月13日
（https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/01272/00005/、
2020年4月30日アクセス）より作成。

部品や材料の現地調達推進など
物流ルートを見直す 

工場の自動化を進める 

中国に集中していた生産拠点を他国に分散する 

部品や材料などの在庫量を増やす 

中国に集中していた生産拠点を日本国内に戻す 

倉庫の自動化を進める 

部品や材料などの調達ルートを絞る
「単一購買」を採用する 

その他 

変化しない 

分からない 

29.2

19.5

11.0

10.7

10.7

7.5

0.3

1.6

6.0

23.6

22.3

部品や材料などの調達ルートを複数確保する、
「複数購買」を採用する 

（単位：%）
図1 「経済複雑性指標」と所得水準

米国（1.47　12位）

日本（2.28　1位）

（注）2017年。1人当たりGDPは市場レート換算。
（出所）Harvard Growth Lab, ”Atlas of Economic Complexity”
（https://atlas.cid.harvard.edu/rankings、2020年5月1日アクセス）より作成。

（
経
済
複
雑
性
指
標
） 中国（1.30　19位）
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さ
せ
る
、
そ
の
計
画
が
あ
る
と
の
回
答
率
は
一
〇
～
二
〇
％
程
度
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
現
状
で
は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の「
中
国
離
れ
」

が
急
速
に
進
む
状
況
に
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
。
考
え
ら
れ
る
理
由

は
次
の
通
り
だ
。

　

第
一
に
、中
国
の
産
業
基
盤
の
広
さ
と
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
で
あ
る
。

輸
出
品
目
の
多
様
性
と
他
国
で
は
製
造
し
に
く
い
製
品
を
作
る
能
力

を
示
す
ハ
ー
バ
ー
ド
成
長
研
究
所
の
「
経
済
複
雑
性
指
標
」
を
見
る

と
、
中
国
は
世
界
一
九
位
と
高
い
。
所
得
水
準
見
合
い
で
見
て
も
高

水
準
で
あ
る
（
図
1
）。
つ
ま
り
、
必
ず
し
も
多
く
の
国
で
製
造
で

き
る
わ
け
で
は
な
い
製
品
が
中
国
で
は
多
く
生
産
・
輸
出
さ
れ
て
お

り
、
中
国
の
生
産
代
替
地
を
コ
ス
ト
増
な
し
で
見
つ
け
る
こ
と
は
、

そ
れ
ほ
ど
簡
単
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　

第
二
に
、
経
済
規
模
の
大
き
さ
も
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
中
国
離

れ
を
押
し
と
ど
め
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
中
国
市
場
を
狙
っ
た
地

産
地
消
型
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
と
ど
ま
り
や
す
い
た
め
だ
。

　

第
三
に
、
目
下
、
中
国
で
は
感
染
拡
大
に
歯
止
め
が
か
か
り
、
経

済
活
動
が
正
常
化
に
向
か
い
つ
つ
あ
る
一
方
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
中
核
を
占
め
る
先
進
国
や
新
興
国
の
経
済
活
動
の

再
開
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
も
、
中
国
離
れ
の
抑
制
要
因
に
な
っ
て
い

る
。
華
東
地
域
日
商
倶
楽
部
懇
談
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
日

本
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
な
ど
か
ら
の
調
達
難
な
ど
が
理
由
で
四
・
六
％
の

企
業
が
中
国
に
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
や
拠
点
を
移
し
た
、な
い
し
は
、

移
す
案
あ
り
と
回
答
し
て
い
る
。
中
国
離
れ
が
一
方
的
に
起
き
て
い

る
わ
け
で
な
い
。
逆
の
動
き
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
流
行
に
よ
る
高
度
に

効
率
化
さ
れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
分
断
は
、
一

大
消
費
地
を
核
と
し
た
複
数
の
「
地
産
地
消
」
型
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
構
築
を
後
押
し
す
る
力
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま

た
、
そ
の
核
の
一
つ
に
中
国
が
残
る
公
算
は
高
い
。

保
護
主
義
・
コ
ス
ト
増
に
直
面
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営

　

た
だ
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
ゆ
く
え
と
そ
こ

に
お
け
る
中
国
の
位
置
づ
け
を
考
え
る
上
で
、
多
く
の
不
確
定
要
素

が
あ
る
の
も
確
か
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
治
療
・
予
防
法
は
未
確
立
で
、

ど
の
国
が
再
流
行
を
抑
え
ら
れ
る
か
、
国
境
を
ま
た
ぐ
ヒ
ト
・
モ
ノ

の
移
動
が
い
つ
、
ど
れ
だ
け
正
常
化
す
る
か
は
予
断
を
許
さ
な
い
。

　

第
二
に
、経
済
政
策
の
成
否
で
あ
る
。
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）

は
、
二
〇
二
〇
年
世
界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
前
年
比
三
％
減
少
す
る
な
か
、

中
国
は
一
・
二
％
の
成
長
を
保
つ
と
の
ベ
ー
ス
シ
ナ
リ
オ
を
描
い
て

い
る
。
た
だ
し
、
中
国
の
民
間
債
務
残
高
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
は
、
日

本
の
バ
ブ
ル
崩
壊
直
後
並
み
に
高
い
。
中
国
人
民
銀
行
の
ス
ト
レ
ス
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テ
ス
ト
が
示
す
よ
う
に
、
成
長
率
が
一
・
二
％
に
ま
で
低
下
す
れ
ば
、

多
く
の
銀
行
が
自
己
資
本
不
足
に
陥
り
、
金
融
の
目
詰
ま
り
が
起
こ

る
恐
れ
が
あ
る
。
他
方
で
大
規
模
な
金
融
・
財
政
政
策
を
発
動
す
れ

ば
、
過
剰
投
資
・
過
剰
債
務
問
題
の
さ
ら
な
る
悪
化
、
ゾ
ン
ビ
企
業

の
残
存
を
招
き
、
長
期
的
な
成
長
を
損
な
い
か
ね
な
い
。
今
般
の
世

界
的
不
況
の
中
で
中
国
政
府
が
経
済
の
健
全
性
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
を
押

さ
え
つ
つ
、
ど
の
よ
う
な
企
業
を
ど
れ
だ
け
救
え
る
か
。
そ
れ
も
グ

ロ
ー
バ
ル
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
中
国
の
位
置
づ
け
に
影

響
を
与
え
よ
う
。

　

第
三
に
、
保
護
主
義
の
さ
ら
な
る
進
展
リ
ス
ク
だ
。Global 

T
rade A

lert

に
よ
る
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
後
、
四

月
二
〇
日
ま
で
に
中
国
も
含
め
、
七
六
ヵ
国
・
地
域
が
医
療
器
具
や

医
薬
品
の
輸
出
制
限
を
課
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。そ
う
し
た
中
、

中
国
な
ど
他
国
へ
の
依
存
度
を
下
げ
る
べ
く
、
補
助
金
な
ど
を
用
い

て
医
療
器
具
・
医
薬
品
の
国
内
生
産
を
要
請
・
奨
励
す
る
国
が
増
え

て
い
る
。
そ
れ
が
一
時
的
な
措
置
に
と
ど
ま
る
か
否
か
は
予
断
を
許

さ
な
い
。

　

ま
た
、
一
九
二
九
年
の
大
恐
慌
以
来
最
悪
の
不
況
が
予
想
さ
れ
る

中
、
各
国
が
保
護
主
義
的
政
策
を
強
め
る
恐
れ
も
あ
る
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
処
の
成
否
は
、
体
制
間
競
争
の
色
彩
を
帯
び
、

中
国
と
欧
米
諸
国
な
ど
と
の
関
係
を
悪
化
さ
せ
て
も
い
る
。例
え
ば
、

世
界
的
に
株
価
が
大
幅
に
下
落
す
る
な
か
、
中
国
な
ど
に
よ
る
企
業

買
収
を
懸
念
し
、
規
制
を
強
化
す
る
動
き
が
出
て
い
る
。
一
方
で
中

国
政
府
は
、
一
月
施
行
の
外
商
投
資
法
で
、
中
国
に
差
別
的
な
投
資

制
限
措
置
を
と
っ
た
国
・
地
域
に
対
し
相
応
の
措
置
を
と
る
こ
と
が

で
き
る
と
し
て
い
る
。
加
え
て
、
対
中
技
術
移
転
規
制
が
さ
ら
に
強

ま
る
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
。

　

保
護
主
義
が
さ
ら
に
進
め
ば
、
一
大
消
費
地
を
核
と
し
た
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
間
の
相
互
経
済
交
流
が
先
細
り
、
企
業
は
そ
れ
ぞ
れ
の

消
費
地
ご
と
に
、
よ
り
完
結
し
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
、
研
究
開
発

体
制
を
構
築
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
分
、
さ
ら

な
る
調
達
先
・
パ
ー
ト
ナ
ー
発
掘
、
海
外
拠
点
の
増
設
、
在
庫
の
積

み
増
し
な
ど
の
コ
ス
ト
が
増
す
恐
れ
が
あ
る
。
他
方
で
、
そ
の
地
域

で
災
害
・
事
故
で
起
こ
っ
た
際
に
他
地
域
か
ら
部
品
・
製
品
を
供
給

で
き
る
よ
う
備
え
て
お
く
必
要
も
残
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
の
コ
ス

ト
が
上
が
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

コ
ス
ト
削
減
の
余
地
が
狭
ま
る
中
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て

他
社
が
模
倣
し
に
く
い
財
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
、グ
ロ
ー

バ
ル
経
営
の
コ
ス
ト
増
や
保
護
主
義
に
耐
え
う
る
余
力
を
作
り
出
す

こ
と
が
、
企
業
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。
●

　
　
　
　
　
　
（
＊
１
）
内
閣
官
房
日
本
経
済
再
生
総
合
事
務
所
資
料




